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2 はじめに 

本書は ZABBIX 1.6 の運用管理マニュアルです。より詳細な情報は、ZABBIX マニュアルを参照してください。 

2.1 前提知識(用語集) 

ZABBIX を利用するにあたり、必要となる用語の解説を行います。 

2.1.1 ホスト 

ZABBIX では、監視対象となるサーバやネットワーク機器のことをホストと呼びます。 

2.1.2 アイテム 

ZABBIX では、監視項目のことをアイテムと呼びます。アイテムはホストごとに監視項目単位で設定されており、決められた

間隔でデータを収集・保存し続けています。各アイテムの収集データは、90日間(デフォルト値)取得データがそのまま保存さ

れていますが、90日を越えて 365日(デフォルト値)まではグラフ用のデータのみが保存されます。365日を越えたデータは自

動的に破棄されます。 

2.1.3 トリガー 

ZABBIX では、各アイテムに対して障害を検知する閾値条件を設定することができ、その設定をトリガーと呼びます。トリガー

には正常(閾値条件が偽の場合)、障害(閾値条件が真の場合)、不明(データが取得できていない、閾値条件設定が間

違っているなどの場合)の状態が存在します。ZABBIX Web インターフェース上では、それぞれの状態は緑、赤、グレーで表

示されます。下記にトリガーの状態と色の対応表を記載します。 

トリガーの状態 トリガー条件式 表示色 

正常 偽 緑 

障害 真 赤 

不明 ---- グレー 

 

2.1.4 アクション 

ZABBIX では、各トリガーの状態が正常から障害、障害から正常に切り替わった場合にメールの送付やスクリプトの実行を

行うことができ、その設定や動作のことをアクションと呼びます。 
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3 ZABBIX Web インターフェースのアクセス方法 

ZABBIX の監視設定や監視データの表示はすべてブラウザを利用して Web インターフェースから実施します。ここでは、

ZABBIX Web インターフェースの利用方法と基本的な操作方法を解説します。 

3.1 アクセス方法 

ZABBIX Web インターフェースがインストールされているサーバにアクセスできる作業 PCのブラウザから、下記の URLにアクセ

スします。 

 http://<ZABBIX Web インターフェースがインストールされているサーバのホスト名>/zabbix 

3.2 ログイン/ログアウト方法 

3.2.1 ログイン 

上記の URL にアクセスすると下記の画面が表示されるため、指定されたアカウント名とパスワードを入力し Enter をクリックし

ます。下記の画面が表示されていない場合は、メニューから[ログイン]をクリックします。 

 

3.2.2 ログアウト 

画面右上の「ログアウト」をクリックします。 
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3.3 基本的な操作方法 

ZABBIX Web インターフェースの画面上部には、2列のメニューが常に表示されています。このメニューを利用して各機能の

画面を表示することができます。 

 

また、各画面の左上には、グループ、ホスト、機能などを選択するためのドロップダウンが表示される場合があります。このドロ

ップダウンを選択することにより、グループの絞込みや表示するホストの選択などを行うことができます。 

 

3.4 本ドキュメントで使用するメニュー一覧 

本ドキュメントで使用する各メニューの一覧を以下に示します。 

1列目 2列目 機能概要 

監視データ ダッシュボード システム全体の稼動状況のサマリを表示する 

概要 稼動状況、監視データの一覧をマトリックス表示する 

最新データ 監視データの最新値を表示する 

トリガー 障害の状態になっているトリガーを一覧表示する 

イベント 障害/復旧の履歴を表示する 

グラフ カスタムグラフを表示する 

スクリーン 複数のグラフやマップを 1画面に表示する 

マップ システムマップを表示する 

レポート ZABBIX サーバの状態 ZABBIX サーバの稼動状況を表示する 

稼動レポート トリガーの稼働率を表示する 
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障害発生件数上位 100項

目 

障害が多く発生している監視項目の上位 100 を表示する 

設定 トリガー 障害検知の設定であるトリガーを設定する 

管理 ユーザ ユーザアカウントと通知用メールアドレスを設定する 

監査 ログインや設定変更の監査履歴を表示する 

通知レポート 障害通知数の履歴を表示する 

4 監視データの閲覧 

ZABBIX は監視対象から定期的にデータを収集し、データベースに保存しています。収集したデータを利用して、障害検知

やグラフ表示、システムマップ表示などを行うことができます。 

4.1 稼動状況のサマリを表示する (ダッシュボード) 

メニューから [監視データ]⇒[ダッシュボード]をクリックします。この画面では、システム全体の稼働状況の要約を表示します。

ここでは、ホストグループごとの重要度別障害件数、直近のイベント情報、ホストグループごとの Web の状態が表示されま

す。 
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4.2 トリガーのステータス、監視データの一覧を表示する (概要) 

メニューから [監視データ]⇒[概要]をクリックします。この画面では、全ホストまたはホストグループごとに、トリガーのステータ

スや監視データの一覧を表示することができます。 

4.3 トリガーのステータスの一覧表示 

タイプドロップダウンからトリガーを選択すると、トリガーのステータスの一覧を表示します。この画面では、複数サーバのトリガ

ーステータスを一覧表示することができます。各項目の色はトリガーのステータスと関連しています。 

 

4.3.1 監視データの一覧表示 

タイプドロップダウンリストからデータを選択すると、取得データ一覧を表示します。この画面では、複数サーバの最新のアイテ

ムデータを一覧表示することができます。 
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4.4 監視データの最新値を表示する (最新データ) 

メニューから [監視データ]⇒[最新データ]をクリックします。この画面では、ホストごとの最新アイテムデータの一覧、アイテム

ごとのグラフや履歴を表示することができます。 

4.4.1 ホストごとのアイテムデータ一覧を表示する 

ホストドロップダウンからホストを指定することで、最新アイテムデータの一覧を表示することができます。カテゴリごとに折りたた

まれている場合は、左にある「+」ボタンを押すことで広げることができます。 
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4.4.2 アイテムごとのグラフを表示する 

最新アイテムデータ一覧表示の画面から、各項目の左にある「グラフ」をクリックすることで、アイテムごとのグラフを作成するこ

とができます。 
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4.4.3 アイテムごとのデータ履歴を表示する 

アイテムごとのグラフ表示画面のドロップダウンリストから、「値」を選択することで特定期間のデータを、「最新 500個の値」を

選択することで、過去 500 データを一覧表示することができます。 

 

4.5 障害/復旧状態の監視項目一覧を表示する (トリガー) 

メニューから [監視データ]⇒[トリガー]をクリックします。この画面では、障害が発生している監視項目、直近に障害から復

旧した監視項目の一覧を表示することができます。 
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4.6 障害/復旧の履歴を表示する (イベント) 

メニューから [監視データ]⇒[イベント]をクリックします。この画面では、過去に発生した障害と復旧の履歴を確認することが

できます。 

 

4.7 システムマップを表示する (マップ) 

メニューから [監視データ]⇒[マップ]をクリックします。この画面では、システムマップを確認することができます。システムマップ

上では、障害が発生しているホストは大きく表示され、付近に障害の詳細が赤字で表示されます。また、障害が発生して

いるネットワークは赤い太線で表示されます。各ホストをクリックすることで、そのホストの障害/復旧状態の一覧を見ることが

できます。 
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4.8 カスタムグラフを表示する (グラフ) 

メニューから [監視データ]⇒[グラフ]をクリックします。この画面では、あらかじめ設定しておいたカスタムグラフを表示すること

ができます。グラフ下のスクロールバーを移動させる、または画面左下のカレンダーアイコンをクリックし直接日時を指定するこ

とで、さまざまな日時、期間でグラフを表示することができます。 
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4.9 複数のカスタムグラフを 1画面に表示する (スクリーン) 

メニューから [監視データ]⇒[スクリーン]をクリックします。この画面では、複数カスタムグラフを 1 つの画面に並べて表示する

ことができます。 

 

4.10 ZABBIXサーバの状態を表示する (ZABBIXサーバの状態) 

メニューから [レポート]⇒[ZABBIX サーバの状態]をクリックします。この画面では、ZABBIX サーバの状態、保存されている

設定データ数を確認することができます。 
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4.11 稼働率を表示する (稼働レポート) 

メニューから [レポート]⇒[稼働レポート]をクリックします。この画面では、トリガーごとに今年の稼働率を表示することができ

ます。 

 

4.12 障害が多く発生している項目上位 100 を表示する (障害発生上位 100項目) 

メニューから [レポート]⇒[障害発生上位 100項目]をクリックします。この画面では、設定されているトリガーすべてのうち、

もっとも障害が多く発生しているトップ 100 を、障害回数とともに表示することができます。 

 

4.13 設定変更の履歴を表示する (監査) 

メニューから [管理]⇒[監査]をクリックします。この画面では、設定変更の履歴を表示することができます。 
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4.14 障害通知数の履歴を表示する (通知レポート) 

メニューから [管理]⇒[通知レポート]をクリックします。この画面では、特定期間に通知を行った回数の統計を表示すること

ができます。 
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5 設定を変更する 

ZABBIXはWebインターフェースから監視設定を変更することが可能です。ここでは、監視設定の変更方法について解説し

ます。 

5.1 監視対象機器の設定を変更する (ホスト) 

5.1.1 ホストの監視を有効/無効にする 

 [設定]⇒[ホスト]をクリックします。 

 各ホストのステータスの列にある「有効」または「無効」をクリックすることで、監視の有効/無効が切り替わります。

もしくは、各監視対象の左のチェックボックスにチェックを入れ、下にある「選択を有効」「選択を無効」をクリックす

ることで、複数の監視対象を同時に設定変更することができます。 

5.1.2 ホストを追加する 

1. メニューから[設定]⇒[ホスト]をクリックします。 

2. 右上の「ホストの作成」をクリックします。 

3. 下記の画面が開きます。 

 

4. 下記の表を参考に、各項目を入力します。 
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設定項目 説明 

名前 ZABBIX画面上での表示名を設定 

グループ 所属するホストグループを選択 

新規グループ 所属するグループを新規作成する場合は、グループ名を設定 

DNS名 監視対象にアクセスする際の DNS名を設定 

IP アドレス 監視対象にアクセスする際の IP アドレスを設定 

接続方法 監視対象にアクセスする際に、DNS名と IP アドレスのどちらを利用するかを選択 

ポート ZABBIX エージェントのポート番号を設定(デフォルト 10050)  

ステータス 監視を行うかどうかを選択 

テンプレートとのリンク 使用するテンプレートを選択 

 

5. 「保存」をクリックします 

5.2 監視項目を有効/無効にする (アイテム) 

1. [設定]⇒[アイテム]をクリックします。 

2. ホストドロップダウンリストから目的のホストを選択します。 

3. 無効になっているアイテムが表示されていない場合は、グループドロップダウンの左に「無効化されたアイテムを表

示」をクリックし表示させます。 

4. 各アイテムのステータスの列にある「有効」または「無効」をクリックすることで、監視の有効/無効が切り替わります。

もしくは、各アイテムの左のチェックボックスにチェックを入れ、下にある「選択を有効」「選択を無効」をクリックする

ことで、複数の監視対象を同時に設定変更することができます。 

5.3 障害検知の閾値を設定する (トリガー) 

1. メニューから[設定]⇒[トリガー]をクリックします。 

2. ホストドロップダウンリストから目的の Host を選択します。 

3. 設定変更を行いたい項目を確認します。各トリガー項目の名前の先頭に薄いグレーで「Template_***」という

文字列が付与されている場合、その名称のテンプレートから継承された設定であることを表しています。その場合

はホストドロップダウンからそのテンプレート名のホストを選択し、目的のトリガーを修正する必要があります。テンプ

レートを修正する場合、そのテンプレートを利用しているホストすべてに影響が及ぶため注意してください。 

4. 設定変更を行うトリガー項目の「名前」をクリックします。 
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5. 下記の画面が開きます。 

6. 「条件式」の設定の最後に記述されている条件式を修正します。条件式に利用できる比較演算子は下記に記

載します。 

7. 「保存」をクリックします。 

 

 条件式で利用できる比較演算子 
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比較演算子 定義 

> 大なり 

< 小なり 

# ノットイコール 

= イコール 

5.4 システムマップを変更する (マップ) 

1. [設定]⇒[マップ]をクリックします 

2. 表示されたリストから、設定を変更したいマップの列の右にある「編集」をクリックします 

5.4.1 ホストのアイコンを追加する 

1. 「表示要素」設定の右上にある「表示要素を追加」をクリックします。 

2. 下記の画面が開きます。 

 

3. 下記の表を参考に、各項目を入力します。 

設定項目 説明 

タイプ ホストを選択 

ラベル 表示名を設定。通常はホスト名を設定 

ラベルの位置 ラベル(ホスト名や状態)を表示する場所 

ホスト 表示するホストを選択 

アイコン(正常) 通常時のアイコンを選択 

アイコン(障害) 障害時のアイコンを選択 

アイコン(不明) 不明時のアイコンを選択 
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アイコン(無効) 無効時のアイコンを選択 

X座標 マップ上の X軸の数値を指定 

Y座標 マップ上の Y軸の数値を指定 

URL アイコンをクリックした際のリンク先 URL を設定。設定しない場合は各ホストの障害/復

旧状態の監視項目一覧画面のリンクが使用される 

 

4. 「保存」をクリックします。 

5.4.2 ネットワーク接続を追加する 

1. 「コネクタ」設定の右上にある「コネクタの作成」をクリックします。 

2. 下記の画面が開きます 

 

3. 下記の表を参考に、各項目を入力します。 

設定項目 説明 

アイコン 1 始点となるアイコンを選択 

アイコン 2 終点となるアイコンを選択 

状態識別用トリガー コネクションのステータスを決めるトリガーを選択 

タイプ(正常) 正常時の線の種類を選択 

色(正常) 正常時の線の色を選択 

タイプ(障害) 異常時の線の種類を選択 

色(障害) 異常時の線の色を選択 

 

4. 「保存」をクリックします 
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5.5 ユーザとメールアドレスを設定する (ユーザ) 

1. メニューから [管理]⇒[ユーザ]をクリックします。 

2. ユーザ一覧から、設定を変更するユーザ名をクリックします。 

3. 下記の画面が開くため、ユーザ名、パスワードなどの変更が必要な場合は設定を変更し、「保存」をクリックしま

す。 

4. メールアドレスの修正を修正する場合、「メディア」の項にあるチェックボックスにチェックを入れ、「選択を削除」ボタ

ンをクリックして、不要なメールアドレスを削除します。 

5. 「メディア」の項の「追加」ボタンをクリックします。 

 

6. 下記の画面が開くため、「タイプ」は Email を選択し、「送信先」にメールアドレスを入力します。その他の項目は

デフォルトのまま変更しないでください。 

7. 「追加」ボタンをクリックします 

8. 前の画面に戻るため、「保存」をクリックします。 
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6 付録 

6.1 設定ファイル・ログファイル 

ZABBIX サーバ、ZABBIX エージェントの設定ファイル、ログファイルについて解説します。 

6.1.1 ZABBIX サーバ 

ファイル名 説明 

/etc/zabbix/zabbix_server.conf ZABBIX サーバの設定ファイル 

/etc/zabbix/zabbix.conf.php ZABBIX Web インターフェースの設定ファイル 

/var/log/zabbix/zabbix_server.log ZABBIX サーバのログファイル 

 

6.1.2 ZABBIX エージェント 

設定項目 説明 

/etc/zabbix/zabbix_agentd.conf ZABBIX エージェントの設定ファイル 

/var/log/zabbix/zabbix_agentd.log ZABBIX エージェントのログファイル 

 


